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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県日光土木事務所 2008-01-15 ～ 2008-01-17
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101.55 0.60 0.60

盛土

100.25 1.30 1.90

玉石混じ
り砂礫
(GS-B)

97.25 3.00 4.90

砂礫
(GS)

95.15 2.10 7.00

流紋岩
(Ry)
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淡
青
灰
ー
淡
褐

灰
褐

密

中
ぐ
ら
い

非
常
に
軟
ら
か
い

密

砂を主体とし、砕石(0-40)なら
びに塊状のシルトを若干量混入
している盛土。締まっており、
固い。
径10－30mmの角礫を主体とする
崖錐堆積物。マトリックスは粗
砂よりなり、深度0.75-0.85m間、
1.45－1.60m間、1.80－1.90m間
転石を挟む。深度1.00－1.45m
間では、シルト分の占有率が高
く、土砂状を呈している。
径10－30mmの角礫を主体とする
崖錐堆積物。マトリックスは、
深度1.90-3.00m間シルト主体
3.00-4.90m間は粗砂よりなる。

棒状コアとして採取され、最大
コア長23cm。ヘアクラック状の
亀裂が幅5cm程で縦横に発達して
いる。深度5.3m、5.5m、5.7m
割れ目があり、逸水を生じる。
深度6.2－6.4m間、6.6-7.0m間
亀裂が多く、砂礫状コアを呈し、
最大コア長10cm。
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